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審査要旨 
 本論は、１９世紀イタリアの国家統一運動（リソルジメント）にかかわる視覚表象と言語表象が、どのような過程を経
て近代日本にもたらされ、いかなる社会的な文脈のなかで流布し、そして影響をおよぼしていったのかを考察した
研究成果である。探究をこころみた対象期間は、リソルジメント表象が日本において能動的な役割を担った明治初
期から昭和 20 年の敗戦に至るまでのあいだである。 
第Ⅰ章では、リソルジメントの歴史的経過の概要とともに、イタリア国家統一達成直後の時期に日本人によってな
された、この事象をめぐる記述の確認がおこなわれている。文久２年の福澤諭吉の『西航手帳』、慶応３年の渡欧時
に栗本鋤雲や渋沢榮一が見聞した記録、明治６年にイタリアを訪れた岩倉使節団の報告、あるいは明治９年に西
村茂樹が書いたガリバルディ伝などにうかがわれるように、幕末・明治初期から日本人によるリソルジメントの言及事
例は確認され、明治中期から後期には、この国家統一運動のあらましや重要人物の逸話などは、小説、伝記、論評
などの記述を通して、さらに広く伝わってゆき、ガリバルディを西郷隆盛と重ねながら語る比較パターンも成立した。
かような事例が、本章では丹念に追跡されている。 
第Ⅱ章では 19 世紀のイタリア本国でうみだされたリソルジメント表象の事例を、ジュゼッペ・ガリバルディという神
話化された英雄を中心に検討している。外国勢力との戦いに身を投じるガリバルディが、被支配者であった民衆の
希望となり、解放に導く英雄としてのイメージが形成され、中世騎士道文学のなかの英雄や神話の登場人物と重ね
られ、そしてさらにキリストになぞらえて図像化されてゆくことによって、ガリバルディ像が、神聖な救世主としてのア
イコンに昇華されていった過程を、当時の版画や絵画、挿絵本などの作例にあたりながら、詳細に追究している。 
第Ⅲ章では、こうしたイメージの流布に大きな影響をおよぼした出版文化に着目し、19 世紀イタリアの有力出版
社であるトレヴェス社を観察対象としながら検討を進めている。国家統一達成とほぼ同時期に出現したこの出版社
の創業者トレヴェスが世に送り出したリソルジメントをめぐる諸本には、第Ⅱ章で挙げた作例を含む、喚起力にみち
た挿図が添えられていた。隣国フランスで絶大な知名度を誇っていた挿絵画家ギュスターヴ・ドレが騎士道文学挿
絵の仕事においてうみだした構図を借り、イタリアの挿絵画家がガリバルディを騎士のイメージに重ねて描いている
事象や、この人物の生涯を語る伝記にキリストにまつわる図像を想起させる多くの挿絵が盛り込まれている例をたど
りつつ、本章では言語表象と視覚表象を兼備する書物が、リソルジメントのイメージ形成に大きな役割をはたしてい
たことを例証している。 
 第Ⅳ章では、イタリア本国において広く流布したリソルジメント表象が、日本の同時代すなわち明治初期の画家た
ちにどのようにうけとられ、彼らの残した仕事に反映されているのかを探っている。明治維新達成から間もない時期
にイタリアへ渡った百武兼行と松岡壽が留学先で制作したのは、イタリアの愛国者の姿であった。百武も松岡も、兵
士ピエトロ・ミッカを主題とした画作を残している。ミッカは、1706 年にフランス軍のトリノへの侵攻を身を挺してくい止
めた愛国者として知られており、ガリバルディがその武勲をたたえ敬意を表したという逸話が残る。日本初の官立美
術学校でイタリア人教師フォンタネージに学んだ松岡は、明治十年代にイタリアへ留学し、8 年ほどのちに帰国する
が、日本にもどる直前に《ベルサリエーレの歩哨》を描いた。ベルサリエーレとはイタリア統一に貢献した王国軍兵士
の部隊である。本章ではこうした事例から、リソルジメントが日本人画家たちにも少なからず意識されていた運動で
あったことを例示し、彼らの画作が単に視覚的な美の追究のみによってなされていたわけではなく、歴史的な息吹
と呼応した作画行為であったことをも明らかにしている。また尾竹国観や中村不折は、ガリバルディにふれた児童書
の挿絵を描いているが、こうした図像も、たんなる「お話」の挿絵ではなく、同じ背景、同じ文脈のなかに位置づけて
解釈されうる道筋を示した。 
 
 
 第Ⅴ章では、統一成ったイタリアで国民の道徳精神涵養の装置となったとさえいえる児童小説「クオーレ」の日本
における受容史をたどり、さらにまた義務教育課程で使用された国定教科書にこの作品の翻案が複数採用された
事象について考察がなされている。「クオーレ」には、リソルジメント達成後のイタリアで国民に求められたさまざまな
道徳的規範が凝縮されており、この児童小説が日本に到来し愛読され、全国の児童に流布した文章教材となること
によって、同作品が近代日本の道徳規範形成に甚大な影響力をおよぼしていった事実を跡づけている。ことに、
「クオーレ」に含まれる「耳のきこえない少女」の一章が、手話法から口話法へ移行する日本の聾教育に強い影響を
及ぼしているとする指摘は、刮目すべき成果と評価しうる。 
第Ⅵ章では、前章までになされてきた明治期から大正期におけるリソルジメントの言説とそれに付随する視覚表
象の検討を、さらに大正末期から昭和初期に広げ、この時期の児童書にあらわれたイタリア表象の事例を追ってい
る。児童文学者たちが、同時代イタリアを題材として児童を教化する作品をうみだすための豊富な素材は、当時す
でに出そろっていた。国家統一の〈英雄〉ガリバルディ、少年たちの愛国的ふるまいが語られる「クオーレ」、第一次
世界大戦下のイタリア軍人をめぐる小話や、ダンヌンツィオの〈愛国詩人〉としての逸話等々をもりこんだ、イタリアを
めぐる児童書が大正末期から昭和初期にかけて刊行された。そしてそれは児童むけ出版物のなかで、イタリアの新
進政治家・ムッソリーニが好意的に紹介される言説ともつながった。本章ではそうした過程を追跡している。 
第Ⅶ章は、愛国者イメージのアイコンともなっていた詩人ダンヌンツィオの、日本と深く関係する未公開の草稿を
めぐる調査と考察である。前章までは、日本にもたらされたイタリアにまつわる諸表象をたどってきたが、本章では翻
って、イタリアにおける日本イメージ形成の事例を提示している。加えて、日伊関係が強固となる時期には、その未
公開草稿にもとづいてうみだされた詩作品「西洋うた」が、両国の絆の深さを強調する文脈で語られた点をも指摘
し、一国における他国の文化受容の様相が、時代の局面によってさまざまにあらわれる言説に彩られる実例を提示
している。これは、近代日本におけるリソルジメント表象の伝播と受容と対をなす課題への取り組みであり、論文提
出者の次段階の研究の序章としても位置づけられよう。 
 当論文は、イタリア本国でのリソルジメント表象が日本に移入される過程の確認から始まり、イタリアの歴史的変革
がわが国で受容され咀嚼される際のさまざまな事例とその特徴を提示し、その受容が、近代日本の社会的・政治的
な背景のなかではたしてきた役割を論じ、従来詳細に検討されることのなかった近代日伊文化交流の一面にあらた
な輪郭を付与している。 
公開審査会は、2012 年 9 月 27 日、早稲田大学戸山キャンパス 39 号館（第二研究棟）二階美術実習室（2219
教室）において開催され、そののちひらかれた下記審査委員によって構成される審査委員会は、当論文を博士学
位にふさわしい成果と判断した。 
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